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は
じ
め
に

　

戦
後
、
旧
ソ
連
・
ロ
シ
ア
の
実
効
支
配
の
下
に
あ
り
続

け
て
い
る
北
方
四
島
（
歯
舞
群
島
、
色
丹
島
、
国
後
島
、

択
捉
島
）
に
つ
い
て
、
そ
の
返
還
を
日
本
が
求
め
る
、
い

わ
ゆ
る
北
方
領
土
問
題
は
、
二
〇
一
六
年
五
月
六
日
の
日

ロ
首
脳
会
談
（
安
倍
晋
三
首
相
、
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
プ
ー

チ
ン
大
統
領
）
で
、「『
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
』
に
よ
っ
て

問
題
の
解
決
を
め
ざ
す
こ
と
」
が
合
意
さ
れ
、こ
れ
以
降
、

「
共
同
経
済
活
動
」
の
協
議
が
合
意
さ
れ
る
な
ど
、
新
し
い

局
面
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
現
下
の
情
勢
を
契
機
と
し
て
、
本
日
は
、
日

ロ
両
国
間
に
お
け
る
北
方
領
土
問
題
と
領
土
交
渉
の
歴
史
、

歴
史
か
ら
見
た
現
在
の
局
面
の
意
義
な
ど
に
つ
い
て
お
話

し
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
．
北
方
領
土
問
題
の
前
提
と
始
ま
り

　

⑴　

前
史

　

北
方
四
島
や
千
島
列
島
に
関
わ
る
日
ロ
の
国
境
線
は
、

ま
ず
一
八
五
五
（
安
政
二
）
年
調
印
の
「
日
露
通
好
条
約
」

に
お
い
て
、
択
捉
島
と
ウ
ル
ッ
プ
島
の
間
に
引
く
と
す
る

こ
と
で
確
定
し
ま
し
た
。
こ
の
時
、
樺
太
は
混
住
の
地
と

し
ま
し
た
。
そ
れ
が
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
調
印
の
「
千

島
・
樺
太
交
換
条
約
」
に
よ
り
、
樺
太
を
放
棄
す
る
代
わ

り
に
、
千
島
列
島
北
端
の
占
守
（
シ
ュ
ム
シ
ュ
）
島
と
カ

ム
チ
ャ
ッ
カ
半
島
の
間
で
国
境
線
を
引
く
こ
と
と
な
り
、

千
島
列
島
は
全
て
日
本
領
と
な
り
ま
し
た
。
日
露
戦
争

（
一
九
〇
四
年
二
月
～
一
九
〇
五
年
九
月
）後
に
は
、「
ポ
ー

ツ
マ
ス
条
約
」
に
よ
り
南
樺
太
は
日
本
領
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
第
二
次
世
界
大
戦
を
経
て
、
日
本
は
「
ポ
ツ

ダ
ム
宣
言
」
を
受
諾
（
一
九
四
五
年
八
月
一
四
日
）
し
て

敗
戦
国
と
な
り
ま
し
た
が
、
受
諾
後
の
八
月
一
八
日
、
ソ

連
軍
が
千
島
列
島
に
侵
攻
し
、
千
島
列
島
、
北
方
四
島
を

占
拠
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
島
は
こ
れ
以
降
、
ソ
連
・
ロ

シ
ア
の
実
効
支
配
下
に
あ
り
続
け
て
い
ま
す
。

　

⑵　
「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
」（
一
九
五
一
年

　
　

九
月
八
日
）

　

一
九
五
一
年
九
月
八
日
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
会

議
で
調
印
さ
れ
た
「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
（
平
和
）

条
約
」
は
、
日
本
と
連
合
国
の
戦
争
状
態
を
終
結
さ
せ
、

戦
後
か
ら
連
合
国
の
占
領
下
に
あ
っ
た
日
本
が
独
立
を
回

復
す
る
た
め
の
条
約
で
す
。
あ
わ
せ
て
、
日
本
は
こ
の
条

約
に
よ
り
、
朝
鮮
の
独
立
を
承
認
し
、
台
湾
、
南
樺
太
と

と
も
に
、「
千
島
列
島
」
の
領
有
も
放
棄
し
ま
し
た
。
し
か

し
条
約
は
、「
千
島
列
島
」
が
ど
の
範
囲
を
指
す
の
か
定

義
せ
ず
、
ま
た
、
日
本
が
放
棄
し
た
後
の
千
島
列
島
が
ど

の
国
に
帰
属
す
る
の
か
も
明
確
に
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ソ
連
は
講
和
会
議
に
は
参
加
し
ま
し
た
が
、
中
国
が
招

待
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
に
条
約
へ
の
署
名
は
し
ま

北
方
領
土
問
題
の
歴
史
と
領
土
交
渉
の
現
段
階

　

本　

田　

良　

一
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せ
ん
で
し
た
。
こ
う
し
て
日
本
は
条
約
に
署
名
し
た
国
々

と
は
そ
れ
ぞ
れ
平
和
条
約
を
締
結
し
、
国
交
を
回
復
し
ま

し
た
が
、
ソ
連
は
署
名
し
な
か
っ
た
の
で
、
日
ソ
の
平
和

条
約
は
締
結
さ
れ
ず
、
そ
の
状
態
が
今
日
ま
で
続
い
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
日
本
と
ソ
連
と
の
間
、
ソ
連
崩
壊
後

は
ロ
シ
ア
と
の
間
で
、
平
和
条
約
締
結
の
た
め
の
交
渉
が

続
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
中
で
北
方
四
島
を
め
ぐ

る
領
土
問
題
が
最
大
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

逆
に
言
え
ば
、
二
島
返
還
が
約
束
さ
れ
れ
ば
、
平
和
条
約

を
結
ん
で
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
松
本
は
二
島

返
還
の
提
案
が
あ
っ
た
と
き
、「
こ
れ
で
平
和
条
約
が
結

べ
る
」
と
考
え
た
わ
け
で
す
。

  

ソ
連
側
か
ら
の
二
島
返
還
の
提
案
を
受
け
、
松
本
は
本

省
に
向
け
て
機
密
電
を
打
ち
、「
訓
令
第
一
六
号
」
に
基

づ
い
て
平
和
条
約
を
締
結
し
て
よ
い
か
否
か
の
確
認
を
と

り
ま
し
た
。
返
事
は
よ
う
や
く
二
週
間
後
に
届
き
ま
し
た

が
、平
和
条
約
を
締
結
し
て
よ
い
と
い
う
内
容
で
は
な
く
、

新
し
い
訓
令
が
送
ら
れ
て
き
て
、そ
こ
に
は
「
能
う
限
り
、

国
後
、
択
捉
、
並
び
に
ハ
ボ
マ
イ
、
シ
コ
タ
ン
の
無
条
件

返
還
」
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
初
め
て
国
後
・

択
捉
の
返
還
が
入
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
取
っ
た

松
本
は
驚
い
た
と
思
い
ま
す
。
松
本
は
新
し
い
訓
令
に
従

い
、
二
島
で
は
な
く
四
島
の
返
還
を
求
め
た
た
め
、
交
渉

は
行
き
詰
ま
り
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
、
ロ
ン
ド
ン
交
渉

は
九
月
中
旬
を
も
っ
て
中
断
し
て
い
ま
す
（
第
一
次
ロ
ン

ド
ン
交
渉
）。
日
本
は
ロ
ン
ド
ン
交
渉
が
始
ま
っ
た
後
に
、

二
島
返
還
か
ら
四
島
返
還
へ
と
方
針
を
改
め
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
意
向
が
影
を
落
と
し
て
い
る
と
見
ら

れ
ま
す
。

　

翌
年
（
一
九
五
六
年
）
一
月
中
旬
か
ら
ロ
ン
ド
ン
交
渉

が
再
開
し
ま
す
（
第
二
次
ロ
ン
ド
ン
交
渉
）
が
、こ
の
間
、

森
下
国
雄
外
務
政
務
次
官
が
国
会
の
場
で
、「
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
は
ソ
連
が
参
加
し
て
い
る
も
の
で
は

な
い
が
、
右
平
和
条
約
に
い
う
千
島
列
島
の
中
に
も
両
島

（
国
後
、
択
捉
）
は
含
ま
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
政
府

の
見
解
で
あ
り
ま
す
」
と
発
言
し
て
い
ま
す
（
一
九
五
六

２
．
ソ
連
と
の
平
和
条
約
締
結
交
渉
の
経
緯

　

⑴　

ロ
ン
ド
ン
交
渉
（
一
九
五
五
年
六
月
～
一
九
五
六

　
　

年
三
月
）

  

日
ソ
の
平
和
条
約
締
結
と
国
交
回
復
の
た
め
の
交
渉
は
、

一
九
五
五
年
六
月
三
日
か
ら
ロ
ン
ド
ン
で
始
ま
り
ま
し
た
。

日
本
か
ら
は
前
駐
英
大
使
の
松
本
俊
一
衆
議
が
全
権
代
表

と
し
て
派
遣
さ
れ
、
ソ
連
の
駐
英
大
使
ヤ
コ
ブ
・
マ
リ
ク

と
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。
交
渉
の
会
場
は
、
ロ
ン
ド
ン
に

あ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
大
使
館
を
交
互
に
使
っ
て
い
ま
し
た
。

　

交
渉
開
始
か
ら
二
カ
月
も
経
っ
た
八
月
五
日
、
休
憩
時

間
中
に
、
マ
リ
ク
か
ら
松
本
に
、
歯
舞
・
色
丹
の
二
島
で

あ
れ
ば
返
し
て
も
よ
い
と
示
唆
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い

て
松
本
は
自
著
に
「
私
の
耳
を
疑
っ
た
」
と
書
い
て
い
ま

す
。
そ
の
四
日
後
に
は
、
会
談
の
中
で
、
正
式
に
二
島
返

還
を
提
案
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
と
き
、
松
本
は
「
こ
れ
で
平
和
条
約
が
結
べ
る
」

と
考
え
ま
し
た
。全
権
代
表
の
松
本
に
は
外
務
省
か
ら「
訓

令
第
一
六
号
」（
一
九
五
五
年
五
月
二
六
日
）
と
い
う
交

渉
の
基
本
方
針
が
渡
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
中
で
領
土
問
題

に
つ
い
て
は
、
①
ハ
ボ
マ
イ
、
シ
コ
タ
ン
の
返
還
、
②
千

島
、
南
樺
太
の
返
還
―
を
挙
げ
つ
つ
、「
と
く
に
抑
留
邦

人
の
釈
放
送
還
お
よ
び
ハ
ボ
マ
イ
、
シ
コ
タ
ン
の
返
還
に

つ
い
て
は
あ
く
ま
で
そ
の
貫
徹
を
期
せ
ら
れ
た
い
」
と
書

か
れ
て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
訓
令
に
は
、
平
和
条

約
の
締
結
の
最
低
条
件
と
し
て
、
抑
留
者
の
釈
放
送
還
と

歯
舞
・
色
丹
の
二
島
返
還
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。
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つ
日
本
国
の
利
益
を
考
慮
し
て
、
歯
舞
諸
島
及
び
色
丹
島

を
日
本
国
に
引
き
渡
す
こ
と
に
同
意
す
る
。
た
だ
し
、
こ

れ
ら
の
諸
島
は
、
日
本
国
と
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
社
会
主
義
共
和

国
連
邦
と
の
間
の
平
和
条
約
が
締
結
さ
れ
た
後
に
現
実
に

引
き
渡
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。」（
第
九
条
）
と
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
将
来
的
に
平
和
条
約
が
締
結
さ
れ
れ
ば
、歯
舞
・

色
丹
は
日
本
に
返
還
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
国
後
・

択
捉
に
は
一
切
言
及
が
な
い
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

⑶　
「
日
ソ
共
同
声
明
」（
一
九
九
一
年
四
月
）

　
「
日
ソ
共
同
宣
言
」
の
調
印
後
、
長
く
ソ
連
は
「
領
土

問
題
は
存
在
し
な
い
」
と
主
張
し
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ソ
連
が
こ
れ
を
改
め
、
領
土
問
題
の
存
在
を
再
び
認

め
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
冷
戦
終
結
後
、
一
九
九
〇
年
代

に
入
っ
て
か
ら
で
す
。

　

一
九
九
一
年
四
月
、
ミ
ハ
イ
ル
・
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
大
統

領
が
来
日
し
た
際
、海
部
俊
樹
首
相
と
「
日
ソ
共
同
声
明
」

に
署
名
し
ま
し
た
。
声
明
は
領
土
問
題
に
触
れ
、
北
方
四

島
の
島
名
を
全
て
挙
げ
て
、
領
土
問
題
の
存
在
を
認
め
て

い
ま
す
。
し
か
し
こ
の
と
き
、ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
大
統
領
は
、

平
和
条
約
締
結
後
に
歯
舞
・
色
丹
は
日
本
に
引
き
渡
す
と

し
た
「
日
ソ
共
同
宣
言
」
の
有
効
性
に
つ
い
て
は
、「
実

現
で
き
な
か
っ
た
も
の
、チ
ャ
ン
ス
を
失
っ
た
も
の
を（
中

略
）
三
〇
年
以
上
も
経
過
し
て
復
活
さ
せ
る
こ
と
は
で
き

な
い
」
と
し
て
、
最
後
ま
で
認
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

実
は
こ
の
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
訪
日
に
先
立
ち
、
当
時
、
自

民
党
幹
事
長
で
あ
っ
た
小
沢
一
郎
氏
が
モ
ス
ク
ワ
へ
行
き
、

領
土
問
題
の
解
決
を
経
済
協
力
に
よ
っ
て
図
っ
て
い
く
バ
ッ

ク
チ
ャ
ン
ネ
ル
外
交
で
の
交
渉
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
領
土
を
金
で
売
る
か
の
よ
う
な
印

象
を
ソ
連
の
国
民
に
与
え
た
ほ
か
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
政

権
基
盤
も
弱
体
化
し
て
い
た
た
め
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
決

断
で
き
ず
、
最
終
的
に
は
上
手
く
行
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

３
．
ロ
シ
ア
連
邦
と
の
平
和
条
約
締
結
交
渉
の
経
緯

　

⑴　
「
ク
ナ
ー
ゼ
提
案
」（
一
九
九
二
年
三
月
）

　

一
九
九
一
年
一
二
月
二
五
日
に
ソ
連
は
崩
壊
し
ま
し
た
。

そ
の
三
カ
月
後
の
一
九
九
二
年
三
月
二
〇
～
二
一
日
、
ロ

シ
ア
連
邦
共
和
国
が
成
立
し
て
か
ら
最
初
の
日
ロ
外
相
会

談（
渡
辺
美
智
雄
外
相
、ア
ン
ド
レ
イ
・
コ
ズ
イ
レ
フ
外
相
）

が
東
京
で
開
か
れ
ま
し
た
。
外
務
省
飯
倉
公
館
（
港
区
麻

布
台
）
が
会
場
と
し
て
使
用
さ
れ
、
コ
ズ
イ
レ
フ
外
相
は

公
館
二
階
の
ビ
ジ
タ
ー
ル
ー
ム
に
宿
泊
し
て
い
ま
し
た
。

　

公
式
の
会
談
は
二
一
日
の
午
前
一
一
時
に
終
わ
り
ま
し

た
が
、
コ
ズ
イ
レ
フ
外
相
は
会
談
終
了
後
、「
個
人
的
に

話
が
あ
る
」
と
し
て
渡
辺
外
相
を
ビ
ジ
タ
ー
ル
ー
ム
に
招

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
コ
ズ
イ
レ
フ
外
相
、
ゲ
オ
ル
ギ
ー
・

ク
ナ
ー
ゼ
外
務
次
官
、
ロ
シ
ア
側
通
訳
、
渡
辺
外
相
、
斎

藤
邦
彦
外
務
審
議
官
、日
本
側
通
訳
の
六
名
だ
け
の
場
で
、

ロ
シ
ア
側
か
ら
非
公
式
に
提
案
さ
れ
た
の
が
「
ク
ナ
ー
ゼ

提
案
」
で
す
。
ク
ナ
ー
ゼ
氏
に
よ
る
と
、
ク
ナ
ー
ゼ
氏
が

メ
モ
も
見
ず
、
口
頭
で
、
し
か
も
日
本
語
で
提
案
の
内
容

を
説
明
し
た
そ
う
で
す
。
そ
の
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で

年
二
月
一
一
日
、衆
議
院
外
務
委
員
会
）。こ
こ
に
至
っ
て
、

日
本
の
公
式
方
針
が
二
島
返
還
か
ら
四
島
返
還
に
転
換
し

ま
し
た
。
日
本
は
戦
後
一
貫
し
て
四
島
返
還
を
主
張
し
て

き
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

⑵　
「
日
ソ
共
同
宣
言
」（
一
九
五
六
年
一
〇
月
）

　

二
島
返
還
を
主
張
す
る
ソ
連
と
、
四
島
返
還
を
求
め
る

日
本
の
交
渉
は
並
行
線
が
続
き
、
第
二
次
ロ
ン
ド
ン
交
渉

も
一
九
五
六
年
三
月
を
も
っ
て
無
期
限
の
休
会
と
な
り
ま

し
た
。
同
年
七
～
九
月
に
は
、
重
光
葵
外
相
が
モ
ス
ク
ワ

を
訪
れ
て
交
渉
を
行
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
不
調
に
終
わ
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
当
時
の
鳩
山
一
郎
首
相
は
、
同
年
一
〇

月
、
河
野
一
郎
農
林
相
、
前
出
の
松
本
衆
議
と
と
も
に
ソ

連
を
訪
れ
、
ニ
コ
ラ
イ
・
ブ
ル
ガ
ー
ニ
ン
首
相
と
「
日
ソ

共
同
宣
言
」（
一
九
五
六
年
一
〇
月
一
九
日
）
に
調
印
し

ま
し
た
。

　

こ
の
宣
言
は
、
領
土
問
題
を
先
送
り
し
て
国
交
正
常
化

を
実
現
す
る
こ
と
が
企
図
さ
れ
て
い
ま
す
。
北
方
領
土
問

題
が
未
解
決
で
残
さ
れ
、国
境
線
を
画
定
で
き
な
い
以
上
、

平
和
条
約
は
結
べ
な
い
の
で
、「
平
和
条
約
」
で
は
な
く
、

「
共
同
宣
言
」
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

宣
言
で
は
、
領
土
問
題
に
つ
い
て
、「
日
本
国
及
び
ソ

ヴ
ィ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
は
、
両
国
間
に
正
常
な

外
交
関
係
が
回
復
さ
れ
た
後
、
平
和
条
約
の
締
結
に
関
す

る
交
渉
を
継
続
す
る
こ
と
に
同
意
す
る
。
／
ソ
ヴ
ィ
エ
ト

社
会
主
義
共
和
国
連
邦
は
、
日
本
国
の
要
請
に
こ
た
え
か
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す
。

　

第
一
段
階
は
、「
日
ソ
共
同
宣
言
」
に
基
づ
き
、
歯
舞
・

色
丹
を
引
き
渡
す
手
続
き
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
両
国
で

合
意
す
る
こ
と
で
す
。
実
際
に
島
を
引
き
渡
す
こ
と
に
な

れ
ば
、
こ
れ
に
伴
い
、
島
民
の
生
活
に
様
々
な
問
題
が
発

生
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
ロ
シ
ア
本
土

へ
の
転
居
を
希
望
す
る
者
の
転
居
費
用
や
財
産
の
保
障
を

ど
う
す
る
か
、
島
に
留
ま
る
医
師
の
資
格
を
ど
う
取
り
扱

う
か
、
な
ど
で
す
。
そ
う
し
た
問
題
へ
の
対
応
を
き
ち
ん

と
話
し
合
い
、
ま
ず
双
方
の
合
意
を
得
る
と
い
う
こ
と
が

提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
二
段
階
は
、
歯
舞
・
色
丹
の
引
き
渡
し
の
手
続
き
に

つ
い
て
両
国
の
合
意
が
得
ら
れ
た
ら
、
引
き
渡
し
の
た
め

の
協
定
を
結
ぶ
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
実
際
の
歯
舞
・
色

丹
の
引
き
渡
し
は
平
和
条
約
締
結
後
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
三
段
階
は
、
歯
舞
・
色
丹
に
倣
う
か
た
ち
で
、
残
る

国
後
・
択
捉
の
二
島
の
扱
い
に
つ
い
て
交
渉
す
る
こ
と
で

す
。
こ
こ
で
い
う
「
扱
い
」
と
は
、
国
後
・
択
捉
の
帰
属

の
問
題
も
含
め
て
話
し
合
う
と
い
う
意
味
で
す
。そ
し
て
、

国
後
・
択
捉
の
扱
い
に
関
す
る
交
渉
が
ま
と
ま
れ
ば
、
第

四
段
階
と
し
て
、
平
和
条
約
を
締
結
す
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
「
ク
ナ
ー
ゼ
提
案
」
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
歯
舞
・
色
丹
は

日
本
へ
の
返
還
を
前
提
と
し
て
い
ま
す
が
、
国
後
・
択
捉

は
話
し
合
い
に
よ
っ
て
帰
属
を
決
め
る
、言
い
換
え
れ
ば
、

話
し
合
っ
て
み
な
い
こ
と
に
は
国
後
・
択
捉
の
帰
属
先
は

決
め
ら
れ
な
い
、
と
い
う
点
で
す
。
日
本
側
は
、
国
後
・

択
捉
の
返
還
が
保
障
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
理
由
で
、
提

案
を
真
剣
に
検
討
せ
ず
、
事
実
上
拒
否
し
ま
し
た
。

　

⑵　
「
川
奈
提
案
」
と
「
モ
ス
ク
ワ
提
案
」（
一
九
九
八

　
　

年
四
月
～
一
一
月
）

　

一
九
九
八
年
四
月
、
静
岡
県
伊
東
市
の
川
奈
に
あ
る
ホ

テ
ル
で
、
橋
本
龍
太
郎
首
相
と
ボ
リ
ス
・
エ
リ
ツ
ィ
ン
大

統
領
が
会
談
し
、
そ
の
際
、
橋
本
首
相
は
「
川
奈
提
案
」

を
提
案
し
ま
し
た
。

　

提
案
の
内
容
は
、
択
捉
島
の
北
側
で
国
境
を
確
定
す
れ

ば
、
当
分
の
間
、
現
状
を
維
持
し
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
四
島

の
施
政
を
認
め
る
と
い
う
も
の
で
す
。
い
ず
れ
四
島
は
日

本
に
返
還
さ
れ
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
も

し
こ
れ
を
ロ
シ
ア
が
受
け
入
れ
た
と
し
て
も
、
別
途
、
日

本
は
ロ
シ
ア
に
対
し
て
施
政
権
返
還
交
渉
を
行
う
こ
と
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
つ
ま
り
、
四
島
を
、
返
還
前

の
沖
縄
の
よ
う
な
状
態
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
「
川
奈
提
案
」
は
国
境
画
定
論
と
い
う
考
え
方
に
基
づ

い
て
い
ま
す
。
北
方
四
島
を
め
ぐ
っ
て
は
、
日
本
で
は
、

終
戦
直
後
の
混
乱
に
乗
じ
て
ソ
連
に
不
法
占
拠
さ
れ
た
自

国
の
領
土
な
の
で
、
返
還
さ
れ
て
然
る
べ
き
だ
と
考
え
ら

れ
て
い
る
の
に
対
し
、
ソ
連
・
ロ
シ
ア
で
は
、
千
島
列
島

の
占
拠
は
第
二
次
世
界
大
戦
の
成
果
で
あ
り
、
敗
戦
国
で

あ
る
日
本
が
そ
の
主
権
を
主
張
で
き
る
よ
う
な
も
の
で
は

な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
境
画
定
論
と
は
、
こ
う

し
た
両
国
の
過
去
の
歴
史
的
な
経
過
を
棚
上
げ
し
、
現
に

未
画
定
の
状
態
が
続
い
て
い
る
国
境
の
画
定
を
優
先
す
る

と
い
う
考
え
方
で
す
。

　

現
場
に
居
合
わ
せ
た
丹
波
實
外
務
審
議
官
の
証
言
に
よ

る
と
、
橋
本
首
相
が
提
案
し
た
と
き
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統

領
は
「
面
白
い
（
イ
ン
テ
レ
ス
ナ
）」
と
言
っ
て
、
思
わ

ず
腰
を
上
げ
そ
う
に
な
っ
た
の
を
、横
に
い
た
セ
ル
ゲ
イ
・

ヤ
ス
ト
ル
ジ
ェ
ム
ス
キ
ー
報
道
官
が
と
ど
め
、「
大
統
領
、

こ
の
提
案
は
重
要
な
提
案
な
の
で
、
持
ち
帰
っ
て
検
討
す

る
、
と
答
え
て
下
さ
い
」
と
言
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
た

め
、
こ
の
提
案
へ
の
ロ
シ
ア
の
回
答
は
こ
こ
で
は
保
留
に

な
り
ま
し
た
。

　

ロ
シ
ア
側
か
ら
「
川
奈
提
案
」
へ
の
回
答
が
提
示
さ
れ

た
の
は
、
七
カ
月
後
の
一
九
九
八
年
一
一
月
、
参
院
選
の

敗
北
の
責
任
を
取
っ
て
辞
任
し
た
橋
本
首
相
か
ら
代
わ
っ

た
小
渕
恵
三
首
相
が
モ
ス
ク
ワ
を
公
式
訪
問
し
、
エ
リ
ツ
ィ

ン
大
統
領
と
会
談
し
た
と
き
で
す
。そ
こ
で
の
回
答
は「
周

知
の
と
お
り
の
日
本
側
の
従
来
の
極
端
な
立
場
に
立
っ
た

提
案
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
、「
川
奈
提
案
」
を
拒
否

し
ま
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
ロ
シ
ア
側
が
代
わ
り
に
出
し
て
き
た
の
が

「
モ
ス
ク
ワ
提
案
」で
す
。
こ
の
提
案
は
、第
一
段
階
と
し
て
、

日
ロ
平
和
友
好
協
力
条
約
を
結
ぶ
こ
と
、
同
条
約
の
中
に

領
土
問
題
の
解
決
に
向
け
た
協
議
の
継
続
を
明
記
す
る
こ

と
、
第
二
段
階
と
し
て
、
四
島
を
日
本
の
立
法
権
の
可
能

性
も
含
む
特
別
経
済
特
区
と
す
る
こ
と
を
主
な
内
容
と
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
日
本
側
は
「
六
法
全
書
を
一
か
ら

つ
く
る
と
い
う
話
か
。そ
ん
な
こ
と
で
き
る
わ
け
が
な
い
」

（
丹
波
外
務
審
議
官
）
な
ど
と
言
っ
て
、
こ
れ
を
受
け
入
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。「
川
奈
提
案
」
も
「
モ
ス
ク
ワ
提
案
」
も
、

共
に
提
案
先
の
合
意
が
得
ら
れ
ず
、
頓
挫
し
た
と
い
う
こ
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そ
の
枠
内
で
最
大
限
に
譲
歩
し
た
案
で
す
。
こ
れ
を
受
け

て
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、「
日
本
側
の
考
え
は
勇
気
あ
る

熟
慮
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
ロ
シ
ア
側
の
考
え
と
は
完

全
に
は
一
致
し
て
い
な
い
」
と
し
て
拒
否
し
ま
し
た
。
や

は
り
ロ
シ
ア
側
は
、
四
島
返
還
を
前
提
に
し
て
い
る
日
本

側
の
姿
勢
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
の
で
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
以
降
も
、
日
本
は
「
四
島
返
還
」、

ロ
シ
ア
は
「
歯
舞
・
色
丹
は
返
還
す
る
が
、
国
後
・
択
捉

は
交
渉
無
し
に
引
き
渡
し
は
で
き
な
い
」
と
い
う
立
場
が

対
立
し
て
続
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

⑸　

イ
ル
ク
ー
ツ
ク
会
談
で
の
「
並
行
協
議
」
の
提
案

　
　
（
二
〇
〇
一
年
三
月
）

　

二
〇
〇
一
年
三
月
、
森
首
相
が
ロ
シ
ア
の
イ
ル
ク
ー
ツ

ク
を
訪
れ
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
と
の
日
ロ
首
脳
会
談
（
イ

ル
ク
ー
ツ
ク
会
談
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
時
官
房
副
長

官
で
あ
っ
た
安
倍
首
相
も
同
行
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
森
首
相
は
「
並
行
協
議
」
を
提
案
し
ま
し
た
。

「
並
行
協
議
」
と
は
、「
日
ソ
共
同
宣
言
」
で
平
和
条
約
締

結
後
に
引
き
渡
し
が
決
ま
っ
て
い
る
歯
舞
・
色
丹
の
返
還

の
条
件
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
協
議
し
つ
つ
、
こ
れ

と
は
別
の
テ
ー
ブ
ル
で
、
国
後
・
択
捉
の
帰
属
問
題
に
つ

い
て
協
議
す
る
と
い
う
提
案
で
す
。
こ
れ
ら
二
つ
の
協
議

を
同
時
並
行
で
行
う
こ
と
か
ら
、「
並
行
協
議
」
と
呼
ん

で
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
ブ
ル
で
結
論
が
出
れ
ば
、

平
和
条
約
を
結
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
「
並
行
協
議
」
は
か
つ
て
の
「
ク
ナ
ー
ゼ
提
案
」
を
ベ
ー

と
で
す
。

　

⑶　

日
本
側
の
態
度
の
軟
化
（
一
九
九
九
年
二
月
）

  

日
ロ
の
平
和
条
約
締
結
交
渉
で
は
現
在
、「
四
島
の
帰

属
問
題
を
解
決
し
、
平
和
条
約
を
締
結
す
る
」
と
い
う
表

現
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
衆
議
院
の
「
日
露

修
好
一
五
〇
周
年
に
当
た
り
、
日
露
関
係
の
飛
躍
的
発
展

に
関
す
る
決
議
」（
二
〇
〇
五
年
二
月
二
一
日
）
に
は
「
北

方
領
土
の
帰
属
の
問
題
を
解
決
し
て
…
」
と
書
か
れ
て
い

ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
言
い
方
は
誰
が
い
つ
か
ら
始

め
た
の
か
。
国
会
の
会
議
録
を
検
索
す
る
と
、
一
九
九
九

年
二
月
一
六
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
の
議
事
録
に
、
小

渕
首
相
の
答
弁
と
し
て
、「
…
政
府
と
い
た
し
ま
し
て
、

今
後
と
も
、
こ
の
よ
う
な
両
国
間
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
で
の
間

断
な
き
対
話
の
継
続
を
通
じ
て
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け

る
関
係
を
一
層
強
化
し
な
が
ら
、
北
方
四
島
の
帰
属
問
題

を
解
決
し
て
平
和
条
約
を
締
結
す
る
と
の
課
題
の
達
成
に

向
け
て
全
力
を
尽
く
し
て
い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
」
と
い

う
記
述
が
初
め
て
出
て
き
ま
す
。

　

そ
れ
以
前
は
ど
う
い
う
表
現
を
し
て
い
た
か
と
言
え
ば
、

「
北
方
四
島
の
返
還
を
実
現
し
て
、平
和
条
約
を
締
結
す
る
」

と
い
う
言
い
方
で
し
た
。
例
え
ば
、
衆
議
院
の
「
北
方
領

土
問
題
の
解
決
促
進
に
関
す
る
決
議
」（
一
九
九
五
年
六

月
八
日
）
で
は
「
北
方
領
土
の
返
還
を
実
現
し
…
」
と
書

か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ロ
シ
ア
が
「
川
奈
提
案
」
を
拒
否
す
る
と
き
の
理
由
の

中
で
、「
日
本
側
の
従
来
の
極
端
な
立
場
」
と
い
う
言
葉

が
出
て
き
ま
し
た
が
、
ロ
シ
ア
側
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
こ

の
「
日
本
側
の
従
来
の
極
端
な
立
場
」
と
は
、
四
島
は
最

初
か
ら
日
本
の
も
の
で
、
い
ず
れ
必
ず
日
本
に
返
還
さ
れ

る
、と
い
う
前
提
で
話
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

「
最
初
か
ら
結
論
が
出
て
い
る
交
渉
に
は
応
じ
ら
れ
な
い
」

と
い
う
の
が
ロ
シ
ア
側
の
言
い
分
で
す
。

　

し
た
が
っ
て
、「
四
島
の
帰
属
問
題
を
解
決
す
る
」
と
い

う
言
い
方
へ
の
転
換
に
は
、
ロ
シ
ア
側
が
「
日
本
側
の
従

来
の
極
端
な
立
場
」
と
呼
ぶ
批
判
を
回
避
す
る
意
味
が
あ

り
ま
す
。
帰
属
問
題
の
解
決
の
し
か
た
に
は
い
ろ
い
ろ
な

パ
タ
ー
ン
が
あ
り
得
る
か
ら
で
す
。「
モ
ス
ク
ワ
提
案
」

を
受
け
て
か
ら
三
カ
月
後
の
一
九
九
九
年
二
月
か
ら
、
日

本
は
そ
の
よ
う
な
意
図
で
表
現
を
軟
化
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

⑷　
「
川
奈
提
案
」
の
再
提
案
（
二
〇
〇
〇
年
九
月
）

　

小
渕
首
相
は
一
九
九
九
年
二
月
に
衆
議
院
予
算
委
員
会

で
「
北
方
四
島
の
帰
属
問
題
を
解
決
し
て
平
和
条
約
を
締

結
す
る
」
と
い
う
表
現
に
改
め
ま
し
た
が
、
こ
の
時
点
で

日
本
政
府
は
「
川
奈
提
案
」
を
諦
め
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

二
〇
〇
〇
年
九
月
三
～
五
日
、
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
プ
ー

チ
ン
大
統
領
が
公
式
来
日
し
、
森
喜
朗
首
相
と
会
談
し
た

際
、森
首
相
は
プ
ー
チ
ン
大
統
領
に
対
し
あ
ら
た
め
て「
モ

ス
ク
ワ
提
案
」
を
拒
否
し
た
上
で
、「
川
奈
提
案
」
を
再

提
案
し
て
い
ま
す
。

　
「
川
奈
提
案
」
と
は
、
四
島
返
還
を
前
提
と
し
な
が
ら
、



17 北海道自治研究 ２０１７年９月（Ｎo.584）

ス
に
し
て
い
る
た
め
、
交
渉
方
法
を
提
示
し
た
だ
け
で
解

決
方
法
を
提
示
し
て
い
ま
せ
ん
。
相
違
点
は
、「
ク
ナ
ー

ゼ
提
案
」
が
ロ
シ
ア
側
か
ら
の
非
公
式
提
案
で
あ
る
の
に

対
し
、「
並
行
協
議
」
は
日
本
側
か
ら
の
公
式
提
案
で
あ

る
と
い
う
点
で
す
。

　
「
並
行
協
議
」
の
最
大
の
特
徴
は
、
日
本
側
か
ら
国
後
・

択
捉
の
帰
属
問
題
の
協
議
を
提
案
し
て
い
る
こ
と
、
つ
ま

り
、四
島
返
還
を
前
提
に
し
て
い
な
い
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
従
来
の
日
本
の
考
え
方
と
決
定
的
に
異
な
る
こ
と

で
す
。
と
も
あ
れ
、
国
後
・
択
捉
の
帰
属
に
つ
い
て
は
協

議
し
て
決
め
る
と
な
れ
ば
、
そ
の
結
果
と
し
て
は
、「
二

島
返
還
」、「
四
島
返
還
」、「
二
島
返
還
＋
α
」
な
ど
、
い

く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
が
想
定
さ
れ
ま
す
。「
二
島
返
還
＋

α
」
と
し
て
は
、
具
体
的
に
は
、「
国
後
の
返
還
」、「
国

後
の
返
還
と
択
捉
の
共
同
統
治
」な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

⑹　
「
並
行
協
議
」
の
撤
回
と
交
渉
の
長
期
停
滞
（
二
〇

　
　

〇
一
～
一
二
年
）

  

実
は
プ
ー
チ
ン
大
統
領
自
身
は
い
っ
た
ん
「
並
行
協
議
」

に
同
意
し
て
い
ま
す
。
彼
の
思
考
を
推
測
す
る
と
、
日
本

の
提
案
し
て
き
た
「
並
行
協
議
」
の
内
容
を
見
て
、
日
本

は
従
来
の
四
島
返
還
の
立
場
を
取
り
下
げ
、
妥
協
点
を
見

出
そ
う
と
し
て
い
る
と
判
断
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
は
大
統
領
個
人
の
考
え
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
外
務
省
は
反

対
し
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
日
本
で
は
、
小
泉
純
一
郎
政
権
期
に
入

り
、
事
実
上
「
並
行
協
議
」
の
提
案
を
自
ら
撤
回
し
て
い

ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
、「
日
ロ
関
係
を
一
九
七
三
年
時

点
に
戻
す
」
と
し
た
田
中
真
紀
子
外
相
の
発
言
や
、
北
方

四
島
に
か
か
わ
る
疑
惑
が
あ
る
と
さ
れ
た
鈴
木
宗
男
氏
や

佐
藤
優
氏
の
逮
捕
事
件
な
ど
、
日
本
側
で
様
々
な
問
題
が

起
き
る
な
か
で
、
外
務
省
内
の
四
島
一
括
派
が
巻
き
返
し

を
図
り
、
日
本
側
の
方
針
を
四
島
返
還
を
前
提
と
す
る
も

の
に
再
度
変
え
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
す
。

　

そ
の
後
、
二
〇
〇
六
年
九
月
に
開
催
さ
れ
た
ヴ
ァ
ル
ダ

イ
会
議
（
世
界
各
地
か
ら
学
識
者
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
を

招
い
て
行
う
意
見
交
換
会
）
の
場
で
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領

は
、「
最
近
ロ
シ
ア
は
領
土
問
題
で
態
度
を
硬
化
さ
せ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
日
本
の
大
学
教
授
の
質
問

に
答
え
る
か
た
ち
で
、
日
本
か
ら
五
六
年
宣
言
（
日
ソ
共

同
宣
言
）
に
戻
る
よ
う
求
め
ら
れ
、そ
れ
に
同
意
し
た
が
、

そ
の
後
、
日
本
は
よ
り
強
硬
な
態
度
を
と
る
よ
う
に
な
っ

た
、
態
度
を
硬
化
さ
せ
た
（
四
島
一
括
返
還
要
求
に
戻
っ

て
い
る
）
の
は
日
本
が
先
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
発
言
し
て

い
ま
す
。

　

プ
ー
チ
ン
大
統
領
に
し
て
み
れ
ば
、
い
っ
た
ん
「
並
行

協
議
」
の
提
案
に
乗
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
、

そ
れ
を
提
案
し
て
き
た
日
本
が
四
島
返
還
論
に
戻
っ
て
し

ま
い
、
梯
子
を
外
さ
れ
た
よ
う
な
格
好
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
で
当
時
、「（
北
方
四
島
の
占

拠
は
）第
二
次
世
界
大
戦
の
結
果
だ
」（
二
〇
〇
五
年
九
月
）

な
ど
と
、
彼
自
身
が
言
い
出
す
状
況
に
も
な
っ
て
い
た
の

で
す
。
大
統
領
の
怒
り
は
あ
る
意
味
当
然
で
あ
り
、以
降
、

日
ロ
間
で
は
冷
た
い
関
係
が
続
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

⑺　

プ
ー
チ
ン
「
引
き
分
け
」
発
言
と
交
渉
の
再
始
動

　
　
（
二
〇
一
二
年
三
月
～
）

  

二
〇
一
二
年
三
月
、
当
時
首
相
で
あ
っ
た
プ
ー
チ
ン
氏

は
、領
土
問
題
は
日
ロ
双
方
の
「
ヒ
キ
ワ
ケ
（
引
き
分
け
）」

で
解
決
し
よ
う
と
発
言
し
ま
し
た
。「
引
き
分
け
」
と
い

う
日
本
語
・
柔
道
用
語
を
使
っ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
十
年
以
上
停
滞
し
て
い
た
日
ロ
間
の
領
土

交
渉
が
再
び
動
き
始
め
ま
し
た
。

　

こ
の
発
言
を
受
け
た
日
本
で
は
、
当
時
は
民
主
党
の
野

田
佳
彦
内
閣
で
し
た
が
、「
並
行
協
議
」
の
提
案
者
で
あ

る
森
喜
朗
氏
を
特
使
と
し
て
派
遣
す
る
こ
と
を
決
定
し
て

い
ま
し
た
。
大
統
領
と
の
会
談
の
日
時
も
同
年
一
一
月
下

旬
に
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
済
ま
せ
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の

数
日
前
（
一
一
月
一
六
日
）
に
野
田
首
相
が
衆
議
院
を
解
散

し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
森
氏
の
特
使
派
遣
の
計
画
自
体
が

流
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
衆
院
選
（
二
〇
一
二
年
一
二
月
一
六
日
投
開

票
）
に
よ
り
、
民
主
党
は
敗
北
を
喫
し
た
た
め
、
政
権
は

自
公
政
権
に
再
交
代
し
、
第
二
次
安
倍
内
閣
が
成
立
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
第
二
次
安
倍
内
閣
の
も
と
、
森
氏
の
特

使
派
遣
が
二
〇
一
三
年
二
月
二
一
日
に
実
施
さ
れ
、
モ
ス

ク
ワ
で
プ
ー
チ
ン
大
統
領
と
の
会
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
が
地
な
ら
し
と
な
り
、
同
年
四
月
二
九
日
の
モ
ス
ク

ワ
で
の
日
ロ
首
脳
会
談
（
安
倍
首
相
・
プ
ー
チ
ン
大
統
領
）

へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

二
〇
一
四
二
月
、
ソ
チ
冬
季
五
輪
に
際
し
て
、
安
倍
首

相
と
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
日
ロ
首
脳
会
談
が
行
わ
れ
、
そ
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⑵　

目
標
は
「
二
島
＋
α
」

　
「
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
」
を
四
島
で
の
共
同
統
治
と
捉
え

る
と
、
安
倍
首
相
の
め
ざ
す
と
こ
ろ
は
「
二
島
＋
α
」
で

あ
る
と
い
う
こ
と
が
見
え
て
き
ま
す
。

　

実
は
「
二
島
＋
α
」
と
い
う
ア
イ
デ
ア
に
つ
い
て
は
、

二
〇
一
三
年
七
月
、
元
外
務
省
欧
亜
局
長
の
東
郷
和
彦
氏

と
、
元
駐
日
大
使
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
パ
ノ
フ
氏
が
連

名
で
行
っ
た
「
東
郷
・
パ
ノ
フ
共
同
提
案
」
で
も
提
案
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
①
「
日
ソ
共
同
宣
言
」

に
基
づ
き
歯
舞
・
色
丹
を
引
き
渡
す
時
期
と
条
件
、
②
国

後
・
択
捉
を
両
国
が
受
け
入
れ
可
能
な
法
的
地
位
を
有
す

る
共
同
の
特
別
経
済
区
域
と
す
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
二
点

に
つ
い
て
同
時
並
行
で
協
議
す
る
こ
と
で
す
。
こ
の
う
ち

第
二
の
項
目
は
、
一
九
九
八
年
に
ロ
シ
ア
側
が
提
案
し
た

「
モ
ス
ク
ワ
提
案
」
を
モ
デ
ル
と
し
て
い
ま
す
が
、「
モ
ス

ク
ワ
提
案
」が
四
島
全
島
を
対
象
に
し
て
い
た
の
に
対
し
、

「
東
郷
・
パ
ノ
フ
共
同
提
案
」
は
国
後
・
択
捉
の
二
島
を

対
象
に
し
て
い
る
と
い
う
点
で
違
い
が
あ
り
ま
す
。

　

以
前
の
「
二
島
＋
α
」
論
で
あ
る
「
ク
ナ
ー
ゼ
提
案
」

と「
並
行
協
議
」を
振
り
か
え
っ
て
整
理
す
る
と
、「
ク
ナ
ー

ゼ
提
案
」
で
は
、
歯
舞
・
色
丹
の
引
き
渡
し
の
手
続
き
に

つ
い
て
協
議
し
、
そ
の
後
、
こ
れ
に
倣
っ
て
国
後
・
択
捉

の
帰
属
も
含
め
て
協
議
す
る
と
し
、「
並
行
協
議
」
で
は
、

歯
舞
・
色
丹
の
返
還
に
つ
い
て
の
協
議
と
、
国
後
・
択
捉

の
帰
属
問
題
に
つ
い
て
の
協
議
を
同
時
並
行
で
行
う
こ
と

と
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
に
対
し
、「
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
」が
め
ざ
す「
二

に
と
ら
わ
れ
な
い
『
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
』
で
、
交
渉
を

精
力
的
に
進
め
て
い
く
と
の
認
識
を
両
首
脳
で
共
有
し

た
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
交
渉
の
進
展
に
対
す
る
期
待
が
一
気
に

高
ま
り
、
同
年
九
月
の
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
、
一
一
月
の
ペ

ル
ー
で
の
日
ロ
首
脳
会
談
を
経
て
、
一
二
月
一
五
～
一
六

日
の
山
口
・
東
京
で
の
日
ロ
首
脳
会
談
で
は
、
①
北
方
四

島
全
島
に
お
け
る
共
同
経
済
活
動
の
協
議
の
開
始
、
②
元

島
民
の
墓
参
手
続
き
の
簡
略
化
―
の
二
点
で
合
意
し
ま
し

た
。

　

こ
の
う
ち
一
点
目
の
合
意
事
項
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
共
同

経
済
活
動
の
対
象
が
四
島
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
、「
プ

レ
ス
向
け
声
明
」
に
は
「
国
際
約
束
の
締
結
を
含
む
そ
の

実
施
の
た
め
の
然
る
べ
き
法
的
基
盤
の
諸
問
題
が
検
討
さ

れ
る
」
と
さ
れ
、
共
同
経
済
活
動
は
「
平
和
条
約
問
題
に

関
す
る
日
本
国
及
び
ロ
シ
ア
連
邦
の
立
場
を
害
さ
な
い
」

と
も
書
か
れ
て
い
ま
す
。
首
脳
会
談
終
了
後
の
共
同
記
者

会
見
や
そ
の
後
の
テ
レ
ビ
番
組
で
の
安
倍
首
相
の
発
言
に

あ
っ
た
「
日
本
で
も
ロ
シ
ア
で
も
な
い
」
や
「
特
別
な
法

的
枠
組
み
」
と
い
っ
た
文
言
は
プ
レ
ス
向
け
声
明
や
ロ
シ

ア
側
の
発
表
に
は
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
安
倍
首
相
と

し
て
は
、
日
本
で
も
ロ
シ
ア
で
も
な
い
特
別
な
取
り
決
め

を
四
島
に
つ
く
り
、
そ
こ
で
の
共
同
経
済
活
動
に
日
本
の

企
業
が
積
極
的
に
参
加
し
て
い
け
る
よ
う
な
枠
組
み
を
つ

く
り
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

の
際
に
二
〇
一
四
年
秋
の
大
統
領
訪
日
が
合
意
さ
れ
ま
す

が
、
一
カ
月
後
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ク
リ
ミ

ア
半
島
併
合
と
い
う
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
が
発
生
。
欧
米
諸

国
が
対
ロ
制
裁
を
実
施
す
る
中
で
、
大
統
領
訪
日
は
延
期

に
な
り
ま
し
た
。

４
．
現
下
（
二
〇
一
六
年
五
月
～
）
の
動
き
と
今
後

　

の
展
望

　

⑴　
「
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
」
に
よ
る
解
決
で
の
合
意

　

二
〇
一
四
年
秋
に
予
定
さ
れ
て
い
た
プ
ー
チ
ン
大
統
領

の
訪
日
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
に
よ
り
延
期
に
な
り
、
領

土
交
渉
は
ま
た
数
年
停
滞
し
ま
し
た
が
、
二
〇
一
六
年
五

月
六
日
、
ソ
チ
で
日
ロ
首
脳
会
談
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
機

に
再
び
動
き
始
め
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
安
倍
首
相
は
、領
土
問
題
を「
新
し
い
ア
プ
ロ
ー

チ
」
に
よ
っ
て
解
決
を
め
ざ
す
こ
と
を
提
案
す
る
と
と
も

に
、
八
項
目
の
経
済
協
力
プ
ラ
ン
、
す
な
わ
ち
、
①
健
康

寿
命
の
伸
長
、
②
快
適
・
清
潔
で
住
み
や
す
く
、
活
動
し

や
す
い
都
市
作
り
、
③
中
小
企
業
交
流
・
協
力
の
抜
本
的

拡
大
、
④
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
⑤
ロ
シ
ア
の
産
業
多
様
化
・
生

産
性
向
上
、
⑥
極
東
の
産
業
振
興
・
輸
出
基
地
化
、
⑦
先

端
技
術
協
力
、⑧
人
的
交
流
の
抜
本
的
拡
大
―
を
提
示
し
、

プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
こ
れ
に
賛
意
を
示
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
つ
い
て
、
外
務
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
は
「
こ
れ
ま
で
の

交
渉
の
停
滞
を
打
破
し
、
突
破
口
を
開
く
た
め
、
双
方
に

受
入
れ
可
能
な
解
決
策
の
作
成
に
向
け
、
今
ま
で
の
発
想
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な
け
れ
ば
、
い
ず
れ
別
の
提
案
が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す

が
、
現
状
よ
り
も
い
っ
そ
う
日
本
に
不
利
に
な
る
こ
と
も

予
想
さ
れ
ま
す
。

＜

ほ
ん
だ　

り
ょ
う
い
ち
・
北
海
道
新
聞
社
編
集
局
編
集
委
員＞

　

※　

三
頁
に
掲
載
の
地
図
は
外
務
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　
　

よ
り
引
用
し
ま
し
た
。

　

本
稿
は
、
二
〇
一
七
年
二
月
一
四
日
、
札
幌
市
内

で
開
催
さ
れ
た
学
習
会
の
内
容
を
ま
と
め
た
も
の
で

す
。     　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
責
・
編
集
部

　

日
本
と
ロ
シ
ア
の
ど
ち
ら
が
リ
ス
ク
を
負
っ
て
い
る
か

が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。「
ク
ナ
ー
ゼ
提
案
」
と
「
並
行
協
議
」

は
二
島
返
還
を
前
提
に
し
て
い
る
の
で
、
ロ
シ
ア
側
が
リ

ス
ク
を
背
負
う
こ
と
に
な
る
の
に
対
し
、「
新
し
い
ア
プ

ロ
ー
チ
」
は
二
島
返
還
も
前
提
と
し
て
い
な
い
の
で
、
日

本
側
と
い
う
か
、
提
案
者
の
安
倍
首
相
が
リ
ス
ク
を
背
負

う
か
た
ち
に
な
り
ま
す
。
実
際
、「
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
」

を
提
案
し
た
日
ロ
首
脳
会
談
の
後
、
日
本
国
内
で
は
、「
進

展
ゼ
ロ
」、「
二
島
返
還
の
言
質
も
取
れ
ず
、
食
い
逃
げ
さ

れ
た
よ
う
な
も
の
だ
」
な
ど
、
安
倍
首
相
に
対
す
る
大
き

な
批
判
が
出
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
」

に
よ
っ
て
日
本
側
が
リ
ス
ク
を
背
負
っ
た
こ
と
の
表
れ
で

あ
り
、
北
方
領
土
交
渉
は
現
在
そ
の
よ
う
な
局
面
に
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

今
日
ま
で
の
経
緯
を
振
り
返
っ
て
一
つ
言
え
る
の
は
、

日
本
に
と
っ
て
の
条
件
は
段
々
と
不
利
に
な
っ
て
き
て
お

り
、
恐
ら
く
「
ク
ナ
ー
ゼ
提
案
」
の
と
き
が
最
大
の
チ
ャ

ン
ス
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
次
の
好
機
で
あ
っ

た
「
並
行
協
議
」
の
頃
は
、
外
務
省
内
で
も
四
島
返
還
を

諦
め
る
よ
う
な
勢
力
は
ま
だ
少
数
派
で
あ
り
、
そ
の
少
数

派
の
意
見
を
鈴
木
宗
男
氏
の
政
治
力
に
よ
っ
て
強
引
に
押

し
切
ろ
う
と
し
ま
し
た
が
、
結
果
的
に
は
頓
挫
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。「
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
」
は
、「
ク
ナ
ー
ゼ
提

案
」、「
並
行
協
議
」
に
次
ぐ
三
度
目
の
好
機
に
な
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、「
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
」
は

二
島
返
還
も
保
証
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
結
果
と
し
て
「
二

島
＋
α
」
で
は
な
く
「
二
島

－

α
」
に
な
る
こ
と
も
あ
り

得
ま
す
。「
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
」
が
ま
た
上
手
く
行
か

島
＋
α
」
は
、
手
順
と
し
て
は
、
ま
ず
四
島
の
共
同
統
治

を
実
現
し
、
そ
の
上
で
、
歯
舞
・
色
丹
を
返
還
さ
せ
、
引

き
算
の
結
果
と
し
て
「
二
島
（
歯
舞
・
色
丹
）
の
返
還
＋

α
（
国
後
・
択
捉
の
共
同
統
治
）」
と
い
う
か
た
ち
に
な

り
ま
す
。

　

⑶　

返
還
の
実
現
性
と
今
後
の
展
望

　
「
日
ソ
共
同
宣
言
」
以
来
、
歯
舞
・
色
丹
の
二
島
に
つ

い
て
は
平
和
条
約
締
結
後
に
日
本
に
返
還
さ
れ
る
と
さ
れ
、

そ
の
こ
と
が
こ
れ
ま
で
の
領
土
交
渉
の
前
提
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
先
行
き
は
不
透
明
で
す
。

　

例
え
ば
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
こ
れ
ま
で
「
日
ソ
共
同

宣
言
に
は
、
歯
舞
、
色
丹
の
二
島
が
ど
の
よ
う
な
根
拠
で
、

誰
の
主
権
の
下
に
置
か
れ
、
ど
の
よ
う
な
条
件
で
返
還
す

る
か
書
か
れ
て
い
な
い
」、「
ク
リ
ー
ル
諸
島
（
北
方
領
土

と
千
島
列
島
）
は
今
、
ロ
シ
ア
の
主
権
が
あ
る
領
土
だ
」、

「
北
方
四
島
全
て
が
交
渉
の
対
象
だ
」
な
ど
と
発
言
し
て

い
ま
す
。
歯
舞
・
色
丹
の
二
島
に
つ
い
て
も
、
今
後
の
交

渉
に
よ
っ
て
は
、
施
政
権
は
返
す
が
主
権
は
返
さ
な
い
な

ど
、
ど
う
い
う
結
果
に
辿
り
着
く
か
は
全
く
わ
か
り
ま
せ

ん
。

　

確
か
に
「
日
ソ
共
同
宣
言
」
に
は
二
島
は
返
す
と
書
か

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
確
認
を
日
本
側
が
求
め
る
だ
け
で

も
、
ロ
シ
ア
の
世
論
が
強
く
反
発
し
ま
す
。
プ
ー
チ
ン
大

統
領
は
か
つ
て
、
い
っ
た
ん
は
「
並
行
協
議
」
に
は
同
意

し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
紆
余
曲
折
も
あ
り
、
現
在
は
二

島
返
還
に
も
よ
り
敏
感
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
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事　　　　　　　項

1855年 安政２年 ２月 「日露通好条約」調印、国境線が択捉島とウルップ島の間で確定。樺太は混住

1875年 明治８年 ５月 「千島・樺太交換条約」調印、千島列島は日本領に

1905年 明治38年 ９月５日 日露戦争終結、「ポーツマス条約」調印、南樺太は日本領に

1922年 大正11年 12月 ソ連成立

1945年 昭和20年 ８月14日 日本が「ポツダム宣言」を受諾

８～９月 ソ連軍が北方４島を含む千島列島全体を占領

1951年 昭和26年 ９月８日 「サンフランシスコ講和条約」調印、日本は南樺太と千島列島を放棄

1955年 昭和30年 ６～９月 第１次ロンドン交渉

1956年 昭和31年 １～３月 第２次ロンドン交渉

７～９月 重光葵外相が訪ソ、モスクワ交渉

10月19日 鳩山一郎首相訪ソ、「日ソ共同宣言」に署名

1973年 昭和48年 10月 田中角栄首相訪ソ

1991年 平成３年 ３月 モスクワで、小沢一郎自民党幹事長とゴルバチョフ大統領が協議 （小沢秘密交渉）

４月19日 ゴルバチョフ大統領来日、「日ソ共同声明」署名

12月25日 ソ連崩壊、ロシア連邦成立

1992年 平成４年 ３月21日 日ロ外相会談後、ロシアのクナーゼ外務次官が「クナーゼ提案」を非公式提示

1993年 平成５年 10月13日 細川護煕首相とエリツィン大統領、「東京宣言」に署名

1997年 平成９年 11月２日
橋本龍太郎首相とエリツィン大統領が、2000年までに平和条約の締結を目指す「クラ

ノヤルスク合意」

1998年 平成10年 ４月19日 静岡県川奈で日ロ首脳会談（橋本・エリツィン）、日本側から「川奈提案」提示

11月11～13日 小渕恵三首相がロシア公式訪問、ロシア側「川奈提案」拒否、「モスクワ提案」提示

2000年 平成12年 ９月５日 プーチン大統領公式来日、森喜朗首相と声明に署名

11月15日 ブルネイＡＰＥＣに際し、日ロ首脳会談（森・プーチン）

2001年 平成13年 ３月25日
イルクーツクで日ロ首脳会談（森・プーチン）、日本側から「並行協議」を提案、「イ

ルクーツク声明」採択

2012年 平成24年 ３月 プーチン大統領、領土問題で「ヒキワケ（引き分け）」発言

2013年 平成25年 ２月21日 森喜朗氏が特使として訪ロ、モスクワでプーチン大統領と会談

４月29日
モスクワで日ロ首脳会談（安倍晋三・プーチン）、「日露パートナーシップの発展に関

する共同声明」採択

７月 「東郷・パノフ共同提案」発表

2014年 平成26年 ２月８日
ソチで日ロ首脳会談（安倍・プーチン）、2014年秋の訪日で合意　（ウクライナ問題で

訪日延期）

３月18日 ロシアがウクライナのクリミア半島を併合

2016年 平成28年 ５月６日 ソチで日ロ首脳会談（安倍・プーチン）、「新しいアプローチ」での解決で一致

９月２日 第２回東方経済フォーラムに際し、ウラジオストクで日ロ首脳会談（安倍・プーチン）

11月19日 ペルーＡＰＥＣ首脳会議に際し、日ロ首脳会談（安倍・プーチン）

12月15～16日 山口と東京で日ロ首脳会談（安倍・プーチン）、共同経済活動の協議で合意

2017年 平成29年 ４月27日 モスクワで日ロ首脳会談（安倍・プーチン）

７月６日 東京で「貿易経済に関する日露政府間委員会共同議長間会合」開催

７月７日 Ｇ20ハンブルク・サミットに際し、日ロ首脳会談（安倍・プーチン）

北方領土問題　年表


